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研究成果の概要（和文）：本研究は養護教諭の専門性を支える「養護学」の学問体系の基盤となる理論を抽出す
ることである。文献調査及び養護学に精通する専門家の講話及び講話を基に養護学構築のために必要な要素につ
いて議論を行い、それらの内容を講話集としてまとめた。また、養護教諭養成大学の教員へのインタビュー調査
を実施し、文献調査等の結果と合わせこれらの知見を基に養護教諭養成の教育で使用する「教科書の試案」を考
案した。さらに「教科書の試案」を使用して教えるためのチューターブックを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to extract a theory that serves as a basis 
of academic framework of “Science of Yogo (school nursing)” which supports the professionality of 
Yogo teachers. We conducted a literature search and gathered lectures from the specialists who are 
specialized in Yogo. Based on the gathered lectures, we conducted a discussion about the 
requirements for developing the science of Yogo and gathered all the details in a lecture note. 
Also, we conducted interviews to teachers in Yogo teacher training college and gathered all the 
knowledges including the results from the literature search to draft a textbook that will be used at
 Yogo teacher trainings. Moreover, we developed a tutor book for the drafted textbook. 

研究分野：養護実践学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
養護教諭養成教育において、「養護概説」

は教育職員免許法、養護に関する科目であり、

養護教諭養成において根幹となる科目であ

る。養護教諭のアイデンティティを構築する

ための基盤となる科目であり、その後のキャ

リア形成においても土台となる最も重要な

科目であると位置づけられる。養護教諭の職

務は、学校教育法第 37 条によって「児童の

養護をつかさどる」と定められている。 

しかし、この他にその職務について定めた

法規、通達がないため、これまでこの「養護」

をめぐって、「養護教諭の専門性とは何か」

「養護教諭の役割とは何か」が問われ続けて

きた。その背景には、養護教諭は専門職であ

るとされながら、独自の学問的な基盤がなく、

その養成においては看護学等を主に、近接領

域の学問を参考にしながら、職務を遂行する

上でもその技術や方法論を援用してきた経

過がある。しかし、学校教育の場においては

養護教諭の活動に看護とは異なる理論及び

実践の根拠が存在するのではないかという

議論は以前からなされてきた。しかしそれら

を明らかにしようとする研究は少なく、これ

までは養護教諭養成に関わる教員らによっ

て個々に「養護」の概念について議論されて

きたのみである。近年、日本教育大学協会全

国養護部門研究委員会においても、養護教諭

養成におけるコア・カリキュラムの検討が行

われてきているが、「養護」とは何か、その

「中核」は何かという議論はされていなかっ

た。養護教諭の「養護をつかさどる」という

実践の「コア」となるものは何かということ

を明らかにした上で、養護教諭養成における

「養護概説」でどのような内容をどのように

教えるかを再構築する必要がある。 

２．研究の目的 
養護教諭の養成教育において、教育職員免

許法「養護概説」は、不可欠かつ根幹にかかわ

る科目である。学校教育上、養護教諭は「養護

をつかさどる」とされているが、この「養護」

という言葉の曖昧さから、「養護をつかさどる」

という意味が多様に理解されている。そのため

に、専門性を向上させるための指針を示すこと

や学問的基盤を築くことを困難にしている。ひ

いては、養護教諭の実践も、養護教諭の個性に

ゆだねられている点が多い。そこで、本研究で

は、第１に養護教諭の「養護をつかさどる」と

いう実践の「コア」となるものは何かというこ

とを明らかにし、第２に養護教諭養成における

「養護概説」でどのような「中核となる内容」

を、そして第３に「どのように教えるか」とい

うことを実践力の向上という視点から再構築す

ることを目的とした。 

３．研究方法 
(１)「養護教諭の実践のコア」ならびに、「養護

概説で教えるべき中核となる内容」の抽出～免

許法科目「養護概説」の教科書の章立てのため

の試案～ 

時期：2014 年 4～10 月 

方法：養護教諭の「養護をつかさどる」という実

践の「コア」となるものは何かということを明ら

かにするために、次の２つの方法を用い文献調査

を実施した。 

①医学、看護学など近接領域の学問体系の枠組み

や内容について、定義、学問を構成する諸概念、

理論、理論の発展過程を軸とした文献調査。 

②養護教諭関連の学会で議論されてきた養護学

の枠組みに関連する文献及び養護学構築に関

連する文献調査。 

(２)養護教諭養成における「養護概説」で教え

るべき内容の抽出 

時期：2014 年 11 月～2016 年 3月 

方法：養護教諭養成における「養護概説」でど

のような内容を教えればよいのかその「養護教

諭の専門性を支えるために必要な中核となる内



容」を次の３つの方法で抽出した。 

①これまでの研究経過において入手してい

る「養護」に関わる教育職員免許法科目であ

る「養護概説」シラバス調査を基に、議論し、

教える内容の「コア」となる柱及びその内容

について議論を基に抽出、整理した。 

②養護学及び養護教諭養成に精通している

専門家５名を対象とし、「養護学を構築する

上で、これまでどのように考え、養護教諭養

成に携わってきたか、そしてこれまでの研究

経過、成果等」もふまえての講話を依頼し、

その内容を録音後、逐語化した。またその講

話を基に、教育系、学際系、看護系の研究者

らが、「養護教諭の専門性を支える「養護学」

体系構築に向けて重要な要素とは何か」につ

いて、ディスカッションを行い、その内容も

記録し専門家の講話と共に整理しまとめた。 

③(１)の文献調査及び専門家による講話、デ

ィスカッション、インタビュー調査で深めた

内容を基に研究者間でディスカッションを

繰り返し、教える内容の「コア」となる柱を

抽出した。それらの結果を下に教える内容を

整理し教科書の試案を作成した。 

(３)養護概説を教えるためのチューターブ

ックの作成 

時期：2016 年 4月～2017 年 1月 

方法：「養護概説」を担当している看護系、

教育系、学際系の教員にグル－プインタビュ

－及び個人インタビュ－を実施、その記録を

基にそれらの知見もふまえ、「どのように教

えるか」について、その方法や展開、留意点

について議論を重ね、議論の記録を基に養護

概説を教えるためのチューターブックを作

成した。作成方法は議論によって作成の留意

点について抽出しそれらに基づき 15 名の研

究者が分担し作成した。 

・倫理的配慮 

研究対象者へは、研究の趣旨説明を行い、

プライバシ－保護・個人情報の取り扱い、

個人情報保護の方法について及び研究結果

の公表方法について十分な説明を行い、同意

を得た上で実施した。 
４．研究成果 

 (１)「養護教諭の実践のコア」ならびに、「養

護概説で教えるべき中核となる内容」の抽出～

免許法科目「養護概説」の教科書の章立てのた

めの試案～ 

「養護をつかさどるという養護教諭の実践のコ

ア」ならびに、「養護概説で教えるべき中核とな

る内容」を抽出し、これを免許法科目「養護概

説」の教科書に掲載する章立てとその内容の試

案とした。（表１） 

表１教える内容の「コア」及び内容～教科書に採用

するべき章立て及び内容の「試案」～ 

 章立て 内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
養

護

学

概

論 

(１)養護の本質と概念―養

護とはー 

 

①養護②養護教諭が担う養

護 

 

(２)養護教諭の専門性 

 

①専門性②養護教諭の歴史

―制度の沿革、役割の変遷 

③養護教諭の免許と養成制

度・現職研修 

 

(３)子どもの発達と健康 

 

①子どもの発達と健康課題

の特徴 

②発達のステ－ジにおける

教育と健康 

 

(４)養護教諭と学校保健活

動 

 

①学校保健活動 

②学校保健計画 

 

(５)養護教諭と保健室・保

健室経営 

 

①保健室の位置づけと役割 

②保健室という場の特性 

③保健室の経営 

 

(６)養護活動の過程 

 

①教育における養護活動の

位置づけ②養護活動の過程 

③養護活動の記録 

(７)協働・連携並びに組織

活動 

 

①学校における協働・連携 

②関係職員・関係機関 

③学校の組織活動 

 

(８)養護教諭が行う研究 

 

①養護教諭が研究する意義

とは 

②研究とは 

③養護教諭の研究の種類と

方法 

④養護教諭の事例研究 

⑤研究の進め方 

 

(９)養護教諭の倫理 ①倫理を学ぶ意義②子供の

権利と法的根拠③養護教諭

の倫理をふまえた実践 



(10)学校の特性に応じた

養護活動 

 

①学校種による養護活動の

特徴②学校規模に応じた養

護活動③地域の特性に応じ

た養護活動④養護教諭の複

数配置 

(11)特別支援教育と養護

教諭 

①特別支援教育とその対象

②特別支援教育における保

健管理・保健教育 

(12)養護教諭と学校安

全・危機管理 

①安全と危機管理の考え方

②学校安全・学校安全活動③

生活安全④交通安全⑤災害

安全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
養

護

活

動

論 

(１)健康観察 

 

①学校における健康観察②

健康観察おける養護教諭の

役割③健康観察の実際④健

康観察の評価 

(２)健康診断 ①学校で行われる健康診断

②健康診断の事後措置③健

康診断結果の活用 

(３)健康相談・保健指導 ①学校における健康相談・保

健指導の基本的な考え方②

養護教諭が行う健康相談・保

健指導③学級担任が行う健

康相談・保健指導④学校医・

学校歯科医・学校薬剤師が行

う健康相談・保健指導 

(４)健康教育 ①学校における健康教育②

学習指導要領と教育課程③

養護教諭が健康教育に関わ

る場面・機会 

(５)課題に応じた養護活動 ①学校救急処置②慢性疾患

の子どもへの対応③心の課

題のある子どもへの対応④

対人関係上の課題のある子

への対応⑤生活上の課題の

ある子どもへの対応⑥保健

室登校の子どもへの対応 

(６)感染症予防 ①感染症と伝染性疾患②学

校保健における感染症対策

③感染症発生各期における

養護教諭の活動 

(７)学校環境衛生活動 ①学校環境衛生活動と養護

教諭②学校環境衛生活動の

実際 

その後、試案を基に研究メンバ－及び有志に

よって教科書の作成を行った。 

(２)養護学、養護教諭養成に関わる専門家の

講話集の作成 

５名の養護学、養護教諭養成に関わる研究

者の講話及びその講話を基に、教育系、学際

系、看護系の研究者 15 名でディスカッショ

ンした内容を講話集としてまとめた（表２）。 

その内容の一部について次に示す。「養護

は教育の基盤」であること、「養護を通じて

人間形成を行っている」「養護とういう言葉を大

切にすること」(大谷)、養護を考える上で、実

践を支える「養護の原理」を追求することの重

要性（盛）、「歴史の中での養護の捉え方」の理

解、養護学体系構築に向けて「これからの社会

のあり方を考慮しつつ養護学の方向性のビジョ

ンを明確にする」（七木田）養護教諭の実践理論

の構築に向けて「実践の積み重ねと理論生成」

を行うことでの専門性を追求（藤田）、 

「養護とは自立に向けてケアと発達支援をして

いく教育実践である」（中安）など専門家による

講話から養護教諭養成の基盤となる重要な要素

について、議論に基づき再確認された。 

表２ 講師及び講話のテ－マ 

(３)養護概説を教えるためのチューターブック

の作成 

 養護教諭養成において、「コア」となる内容を

確実に教授していくためには、どのように教え

るか、方法論の確立が不可欠である。教科書の

試案に基づき、方法論を考案しチューターブッ

 

講 師 

テーマ及び実施年月日 

実施会場 

養護実践研究センタ－代

表・茨城大学名誉教授・大谷

尚子氏 

「養護学について考えてき

たこと」 

2014 年 11 月 3日 

2015 年 2月 23 日 

キャンパスイノベ－ション

センタ－東京 

元弘前大学教育学部 

教授・盛昭子氏 

「養護の本質を求めて」 

2015 年 6月 20 日 

藤田記念庭園第二会議室 

埼玉大学教育学部 

准教授・七木田文彦氏 

「養護教諭の誕生」第一部

「養護のとらえ方―歴史の

中でー」第二部「養護訓導は

その時代をどう生きたかー

養護訓導の誕生と量的拡大

過程ー」 

2015 年 9月 7日 

埼玉大学 教育学部 

一橋大学名誉教授 

藤田和也氏 

養護教諭の実践理論の構築

に向けてー「専門性の追求」

に触れつつー」 

2015 年 12 月 19 日 

キャンパスイノベ－ション

センタ－東京 

元徳島大学総合科学部・徳島

文理大学 

教授 中安紀美子氏 

養護教諭の新たな一歩に向

けてー専門性構築のための

提言 

2016 年 3月 15 日 

キャンパスイノベ－ション

センタ－東京 



クとしてまとめた。今後、養護教諭養成にお

いて、養護概説を教授する際に活用されてい

くことによって、養護教諭の専門性を支える

上で重要な役割を果たしていくことが推察

される。 

チューターブックの構成 

①授業テーマ（題材）②到達目標（評価基準）

③授業の概要④本時の活動⑤指導のポイン

トと解説⑥学生の評価方法⑦板書計画⑧参

考資料・文献⑨ワークシート⑩予習課題⑪パ

ワーポイント資料等。内容については表３に

示す。 

チューターブック作成の留意点 

【養護教諭養成の根幹に関わる教育内容】 

① 「養護の本質」に関わる内容、養護教諭

の歴史的変遷」について授業の冒頭で明

確に押さえる。 

② 「養護」という言葉を大事にする。 

③ 全ての講義において養護観及び教育職と

しての養護活動を意識した展開とする。 

【方法・展開】 

④ さまざまな養成系での活用、カリキュラ

ムに対応できるように講義を 15 回で構

成する。 

⑤ 能動的な学びが可能となるように全ての

講義において、次時につながるように事

前の予習課題を設定する。 

⑥ 根拠に基づいた指導のポイントの明確化。 

⑦ 到達目標を明確に示し、さらに具体的な

評価方法を明記する。 

⑧ 教える内容の根拠となる資料及び文献

を明記する。 

表３ チュ－タ－ブックの内容 

今後の課題 

今回の研究では、養護教諭の「養護をつかさ

どる」という実践の「コア」となるものは何か

ということを明らかにすること、養護教諭養成

における「養護概説」でどのような「中核とな

る内容」をそして「どのように教えるか」とい

うことについて、教えるための教科書の章立て、

内容の試案及び中核となる内容の基盤となる専

門家の講話とそれらを基に議論した内容を講話

集として、さらに教え方の方法論としてチュー

ターブックを作成することによって報告するこ

とができた。しかし、これらは未だ「養護学」

の構築に向けての基盤づくりに留まっている。

今後はこれまで得られた研究成果を基に研究を

講義名 講義内容 

⑥ 

健康観察 ・健康観察の内容・機会・方法・健康
観察における養護教諭の役割・子ども
に健康に関心を持たせ自己管理能力
の育成を図る健康観察 

⑦ 感染症予防 ・感染症の予防対策 

⑧ 

学校救急処置 ・養護教諭が行う学校救急処置の考え
方・学校管理下で起こりやすい傷病・
学校救急処置の具体的な流れ・適切な
救急処置を行うための基礎知識 

⑨ 

課題（問題または子
どものニーズ）に応
じ た 養 護 活 動                                                                                                                             
特別支援教育と養
護教諭 

・慢性疾患を抱えた子どもに対する対
応（学校生活において病気の子供がど
のような状況にあるかについての理
解、子供にとって必要な支援や望まし
い学校・社会の在り方、病気の子供の
現状と課題）            
・心の課題を抱えた子ども理解と心の
ケア（子供の心の発達段階と課題の理
解、学齢期に生じやすい子供の健康課
題、心の健康課題に対する地域社会資
源）・インクル－シブ教育と養護教諭 

⑩ 

健康相談・保健指導 ・学校における健康相談・保健指導の
基本的な考え方・養護教諭の行う健康
相談・保健指導・問題背景の分析、解
決のための支援及び家庭や学校内外
の関係者、機関との連携 

⑪ 

健康教育 ・保健学習・保健指導（個別・集団）
の特徴・養護教諭が健康教育に関わる
意義・養護教諭の専門性が活かされる
機会、場面・教育課程、学習指導要領
の理解                                                                                                                             

⑫ 

連携・協働並びに組
織活動 

・連携・協働における養護教諭の役
割・連携・協働における校内外の関係
職員・関係機関・学校保健に関わる組
織活動 

⑬ 

養護教諭と学校安
全・危機管理 

・安全と危機管理の考え方・学校安全
計画・学校安全活動・事故、事件、災
害時の対応・災害時の養護教諭の機能
と役割の変遷・感染症の危機管理 

⑭ 

学校環境衛生活動 ・環境整備と健康・学校環境衛生活動
の流れ・日常点検と定期検査、臨時検
査・養護教諭が学校環境衛生に関わる
意義・学校環境衛生活動の流れ 

⑮ 

養護教諭の研究 ・ 研究の基本を理解・養護教諭が研
究を行う意義・研究デザイン・研究計
画の構成要素 

養護教諭の倫理 ・子どもの権利について理解 
・養護教諭の職務遂行の基盤となる倫
理の原則、養護教諭の倫理について理
解 
・養護実践における倫理的課題や対処
方法、専門職としての役割、倫理的責
任 

講義名 講義内容 

 
 
① 

養護の本質と概
念 ―養護とは―                                                                                                                             
養護教諭の専門
性 

・養護の本質と概念・養護教諭の担
う養護・養護教諭の専門性・養護教
諭の歴史、制度の沿革、役割の変
遷・養護教諭の免許と養成制度・現
職研修 

 
② 
子どもの発達と
健康 

・子どもの発達と健康課題の特徴・
各期における教育と健康（幼児期・
学童期・思春期・青年期） 

 
 
③ 

養護教諭と学校
保 健 活 動 、                                                                    
養護活動の過程 

・学校保健活動・学校保健計画・養
護活動の過程・ニーズアセスメン
ト・養護活動の記録・養護活動の評
価 

 
④ 
養護教諭と保健
室・保健室経営 

・学校における保健室の位置づけ・
学校における保健室の場・機能の特
性・保健室経営 

⑤ 

健康診断 ・学校で行われる健康診断・健康診
断の事後措置・健康診断結果の活用 



継続し「養護学」体系の具体的な枠組みを明

確にし、学問の構築を目指すことが喫緊の課

題である。 
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